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叫
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建
設
省
「
桜
づ
つ
み
モ
デ
ル
事
業
」
 

嘉
瀬
地
区
「
小
田
川
」
が
認
定
 

建
設
省
は
、
平
成
元
年
度
の
 

「桜
づ

つ
み
モ
デ

ル
事
業
」
 
と

し
て
、
嘉
瀬
地
区
の
小
田
川
を

認
定
し
ま
し
た
。
 

水
辺
は
、
貴
垂
な
水
と
緑
の

オ
ー
プ

ン
ス
ベ
ー
ス
と
し
て
、
 

地
域
社
会

に
潤
い
を
与

え
る
と

と
も
に
、
ま
ち
の
景
観
形
成
や

余
暇
の
有
効
利
用
な
ど

に
お
い

て
重
要
な
役
制
を
果

た
し
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
、
沿
川
地
域

の
市
街
化
の
進
行
等

の
状
況
の

中
で
、
良
好
な
水
辺
空
間
の
整

備
の
促
進
や
、
古
く
か
ら
地
域

に
親
し
ま
れ
て
き
た
桜
づ

つ
み
 

●

認

定
証
 

認

定

証
 

（
 
金

木
町
長
殿
 
一
 

貴
臓
よ
り
中講
の
占
こ
」
小
田
川
の
 

”
一
沼

α
町
に
つい
で
は
侮営

値
叶
」よ
リ
 

,
r
 刈
川
の
）W止
な）
小化号
を
推
絶
し
良
奇
（
)
 

4
 
水
皿
立
間
の形
成
を
3
4
こ
と
か茎
で
 
」
 

あ
る
ど
認
め
持つっ
み長
rル
事素
対
釆

か
 
巨
問
と
レて
縄
定
し
ま
す
 

ら
 

の
複
活
等
、
堤
防
へ
の
桜
等

の

植
樹
に
よ
る
河
川
の
緑
化

の
推

進
に
対
す
る
要
請
が
非
常
に
強

い
た
め
、
堤
防
の
強
化
を
図
っ

た
上
で
堤
防

L
に
桜
の
木
を
植

え
る
こ
と

に
よ
り
水
辺
空
問
の

緑
化
を
推
進
す

る
「
桜
づ

つ
み

モ
デ
ル
事
業
」
 
が昭
和
六
十
三

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
 

初
年
度
は
、
直
轄
事
業
と
し

て
九
河
川
を
実
施
し
た
が
、
本

年
度
は
、
直
轄
事
業
が
十
八
河

川
、
補
助
事
業
が
小
田
川
を
含

め
十
九
河
川
が
認
定
さ
れ
た
。
 

小
田
川
の
桜
づ

つ
み
は
、
奴
 

●

記
者
会
見
す
る
町
長
 

橋
を
は
さ
ん
で
L
流
南
側
百

m
 

と
下
流
二
百

m
に
桜
を
植
え
、
 

並
木
道
を

つ
く
る
計
画
。
今
年

は
こ
れ
か
ら

調
査
に
人
リ
、
米

年
度
か
ら
事
業

に
か
か
る
。
 

ま
た
、

こ
れ
に
並
行
し
て
町

で
は
、
奴
僑
を
中
心
に
東
西
五

百

m
を
①
河
川
公
園
ゾ
ー
ン
②

水
辺
の
散
策
ゾ

ー
ン
③
神
社

と

一
体
と
な
っ
た
水
辺
ゾ
ー
ン
ー
 

の
三
つ
に
分
け
て
整
備
す
る
。
 

こ
れ
に
は
、
休
憩
施
設

や
シ
ン

ボ
ル
方
位
盤
を
設
置
し
た
リ
、
 

堤
防
に
奴
踊
り
な
ど
を
モ
チ
ー
 

フ
に
し
た
七
ザ
イ
ク
の
張
リ
つ

け
や
川
床
に
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
プ
な

ど
の
水
生
植
物
を
植
栽
す
る
た

ど
水
と
親
し
め
る
憩

い
の
場
レ
ー
 

す
る
考

え
で
す
。
 

事
業
認
定
が
決
ま
っ
た
こ
レ
ー
 

に
つ
い
て
町
長

は
「
嘉
瀬
は
雁

史
の
あ
る
町
で
あ
リ
、
小
川
川

は
 
「嘉
瀬
の
奴
踊
り
」
に
ら
歌

わ
れ
た
川
。
子
供
違
が
安
全

に

水
と
親
し
め
る
よ
う
な
場
所
に

し
て
、
で
き
れ
ば
民
謡

や
奴
踊

り
の
発
表

の
場
に
し
た
い
」
 
と

語
っ
て
い
た
。
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、 
▲式辞をのべる中谷組合長 

ー’ー“・ ・ー・一．.,. " 

■‘， 
■■ 

h繊昇 

“臨縄“云‘ 

▲ライスセンター全景 

慧麟鷲 

簾踊‘ 

(
 

喜
良
市
子
と
も
会
育成
会
 

知
事
表

彰
受

賞
 

こ
の
表
彰
は
，
 
「青
少
年
を
 

一
‘」
～・
奪
『
き

F
 

,,
 J
 
ユ

・（
 

健
全
に
育
成
す
る
た
め
に
積
極
 

」
、
『
、竜
了
霧
‘
 

喜
良
市
地
区
子
ど
も
会
育
成

協
力
会

（
西
村
万
古
会
長

）
が

七
月
四
日
青
森
市
文
化

会
航
で

開
か
れ
た
、
（
n少
年
非
行
防
止

青
森
県
民
大
会
に
お
い
て
 
「昭

和
四
十

一
年
に
育
成
協
力
会
設

立
と
同
時
に
全
町
内
会
単
位

に
 

f
ど
も
会
の
組
織
づ
く
リ
に
励

み
、
昭
和
五
十
年
に
始
ま
っ
た

青
森
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
 
 

上
級
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、

そ
し

て
東
北
、
全
国
子
供
会
リ
ー
ダ
 

ー
研
修
会

に
も
多
く
の
中

・
高

校
生
を
参

加
さ
せ
、
中
・
高
校

生
リ
ー
ダ

ー
の
養
成
を
図
る
な

ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽

力
し
た
功
労
」
 
に
よリ
、
青
森

県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
に
基

づ
き
県
知
事

表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
 

的
に
活
動
し
、
そ
の
功
績
が
顕

著
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
も

の

や
、
青
少
年
又
は
そ
の
団
体
で

そ
の
行
動
又
は
活
動
が
、
他
の

模
範
に
な
る
と
認

め
ら
れ
る
も

の
」
 
に贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今

年
度
は
個
人

一
、
団
体
一
に
対

し
て
贈
ら
れ
た
名
誉
あ
る
も

の

で
す
。
 

こ
の
賞
に
つ
い
て
西
村
さ
ん

は
「
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
賞

を

い
た
だ
い
て
大

変
う
れ
し

く

こ
れ
か
ら
も
青

少
年
の
継
全
育

成
に
力
を
注

い
で
い
き
た
い

」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

夏
休
み
 

元
気
し
て
た
り
 

金
木
農
業
協
同
組
合
 

中
谷

藤
太
郎
組
合
長
〕
が

犯
設
を
す

す
め
て
い
た
町
内
で

二
つ

n
の

殺
類
等
乾
燥
調
製
施
設

（
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
）
が
六
月
三
十
日

完
成
し
、
今
月

S
三
日
に
修
戦

式
、
四

H
に
落
成
式
が
嘘
大

に

取
リ
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
施
設
は
、
新
農
業
構
遺

改
善
事
業
を
導
人
し
、
総
事
業

件
二
億
し

r
万
円
を
投
じ
て
昨

年
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
し

の
で
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
単
独

と
し
て
は
県
内
で
も
有
数
の
規

模
を
誇
る
も
の
で
す
。
 

今
年
の
こ
の
施
設
で

の
生
産

高
は
，
麦
が
六
千
万
刊
、
米
を

あ
わ
せ
る
と
四
億
三
千
万
円
程

度
に
な
る
見
通
し
で
す
。
 

式
典
で

は
、
中
谷
組
合
長
が
 

「
こ
の
施
設
を
効
率
的
に
刊
用

し
て
、
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る

た
め
、
多
く
の
組
合

u
が
利
川

す
る
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
」
 

と
式
辞
を
の
べ
、
そ
の
後
、
記

念
況
賀
会
に
人
っ
た

u
 

こ
の
日
初
め
て
施
設
を
見
る

組
合
貝
し
お
リ
、
そ
の
規
模
と

性
能
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。
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＝ニーーー 
▲まずは水になれしたしんで（少年水泳教室） 

フ
イ
リ
ピ
ン
・
マ
バラ

カ
ツ
ト
町
を
訪
問
し
て
 

去
る
六
月
ニ
十
五
日
か
ら
三

泊
で
、
姉
妹
都
市
マ
バ
ラ
カ
ッ

ト
町
を
訪
れ
、
八
月
下
旬
子
定

の
姉
妹
都
市
提
携
板
の
贈
呈
式

典
打
合
せ
、
大
使
館
出
向
な
ど

急
が
し
い
日
々
を
過
ご
し
た
。
 

今
回
二
回
目
の
訪
比
で
日
本
と

の
差
異
を
つ
く
づ
く
感
じ
る
も

の
が
あ
っ
た
。
 

ま
ず
は
最
初
に
マ
バ
ラ
カ
ッ

ト
町
は
人
ロ
が
五
万
人
く
ら
い

で
、
非
常
に
性
格
が
明
る
く
陽

気
で
、
そ
し
て
町
民
の
ほ
と
ん

ど
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
信
者
で
 

す
。
私
は
宗
教
家
で
む
な
け
れ

ば
、
そ
ん
な
に
信
心
深
い
ほ
う

で
も
な
い
が
、
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト

の
宗
教
を
の
ぞ
い
て
思
う
こ
と

は
、
生
活
の
中
に
祈
り
が
あ
っ

て
し
か
も
反
省
が
あ
る
。
我
が

町
に
も
い
ろ
ん
な
宗
教
等
が
あ

る
が
、
日
常
生
活
の
中
で
こ
れ

ほ
ど
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
な
い
感
じ
が
す
る
。
 

つ
ぎ
に
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
で
は

三
十
五
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で

の
独
身
の
男
性
が
三
百
人
位
い

る
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
結
婚

は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問
題
で
行

政
が
介
入
す
べ
き
で
な
い
と
い

う
批
判
も
あ
る
が
、
し
か
し
お
 

嫁
さ
ん
が
こ
な
け
れ
ば
後
継
者

が
途
絶
え
、
町
の
過
疎
化
に
も

つ
な
が
る
。
 

そ
れ
に
国
際
結
婚
を
仲
介
す

る
花
嫁
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
け
こ
ま

れ
な
い
た
め
に
も
、
行
政
の
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
と

の
国
際
交
流
を
兼
ね
て
国
際
結

婚
が
で
き
た
ら
と
思
う
。
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
公
共
性
、
社
会
性
だ

け
で
は
な
く
、
国
際
性
に
も
目

を
向
け
、
将
来
に
備
え
て
十
分

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

（
教育
委
貝
会

奈
良
健
司
）
 

"m川'I'll'川金木だより 貧 

金
木
町
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
③
 

少
年
●勤
労
青
少
年
・
 

「
 
」
（
壮
年
水
泳教
室
 

七
月
五
日
か
ら
B
&
G
金
木

海
洋
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
始
ま

っ
た
各
年
齢
別
の
水
泳
教
室
は

猛
暑
も
あ
っ
て
か
昨
年
を
倍
以

上
も
上
回
る
参
加
者
で
プ
ー
ル

も
熱
気
で
沸
き
上
が
る
ほ
ど
で

し
た
。
 

毎
週
水
曜
日
の
夜
は
少
年
の
 
 部

で
参
加
者
は
」
ハ
十
五名
、
初

回
は
水
な
れ
か
ら
始
ま
り
、
徐

々
に
ク
ロ
ー
ル
の
基
本

へ
と
導

入
し
て
い
き
、
今
で
は
大
人
顔

ま
け
の
泳
ぎ
を
み
せ
る
子
供
も

い
る
ほ
ど
で
す
。
 一
時
間
ち
ょ

っ
と
の
教
室
と
あ
っ
て
子
供
た

ち
は
物
足
り
な
さ
そ
う
な
話
を
 
 し

て
お
リ
、
 「
次
の
教
室
で
は

ど
ん
な
事
を
や
る
の
か
楽
し
み

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
毎
週
金
曜
日
に
は
勤

万
青
少
年
と
壮
年
の
部
で
、
主

に
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
と
主

婦
の
参
加
が
目
立
っ
て
い
ま
し

た
。
皆
初
心
者
と
あ
っ
て
、
は

じ
め
は
こ
わ
ご
わ
プ
ー
ル
に
入

リ
ま
し
た
が
水
慣
れ
の
練
習
か

ら
始
ま
り
、
今
で
は
り
っ
ば
な

ク
ロ
ー
ル
？
・
で水
も
あ
ふ
れ
ん

ば
か
り
の
バ
タ
足
で
“
お
か
ち

ゃ
ん
4
 パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。
 

七
月
二
日
、
 

芦
野
公
園
内
金

木
町
営
相
撲
場

に
お
い
て
、
県

下
の
中
学
生
を

集
め
て
相
撲
大

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
 

第
十
九
回
全
国

中
学
校
お
よ
び

第
十
回
東
北
中

学
校
相
撲
青
森

予
選
会
で
県
内

各
地
区
か
ら
一
一

十

一
校
、
百
名

ほ
ど
が
参
加
、
 

大

橋
町

長
の
 
 「

日
ご
ろ
の
鍛
練
を
い
か
ん
な
く

発
揮
し
て
、
県
代
表
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
い

う
祝
辞
を
実
践
す
る
か
の
よ
う

に
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
い
た
。
 

ま
た
こ
の
日
は
、
晴
天
に
恵

ま
れ
た
の
と
地
元
の
二
校
が
出

場
す
る
と
あ
っ
て
観
客
も
二
千

人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
小
さ
な
選

手
が
大
き
な
選
手
を
投
げ
飛
ば

し
た
リ
、
重
厚
な
取
リ
口
な
ど

の
大
技
、
小
技
に
一
喜

一
憂
し

な
が
ら
激
し
い
ぶ
つ
か
リ
あ
い

に
見
入
っ
て
い
た
。
特
に
団
体

三
位
決
定
戦
で
は
、
金
木
南
と

金
木
の
地
元
同
士
と
な
っ
た
た
 
 め

、
観
客
が
総
立
ち

の
状
態
で
声
援
を
送

っ
て
い
た
。
 

結
果
は
次
の
通
り

団
体
①
弘
前

一
②
弘

前
二
③
金
木
南

④
金
木
 

＊
金
木
南
と
金
木
は

東
北
大
会
に
出
場

個
人
①
沢
田
明
伸
 

（
金
木南
）
 

②
原
田
 
治
 

（
金
本南
）
 

③
桜
庭
 
静
 

（
弘前
二
）
 

盛況．中学校相撲大会 

▲熱 戦 風 景 
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面
 

の
 

員
 

部
 

球
 

野
 

▲
 

'
 

▲完走、4 才の田中孝憲君 

▲ス タ ー ト 風 景 

み護
繊
 

編
 ' 

・
・
弱
冠

4
才
も
走
つ
た
 

航
 

第
6
回
町
民
健
康
マ
ラ
ノ
ノ
大
会
 

僕
の
通
っ
て
い
る
学
校
で
は

野
球
、
相
撲
、
陸
上
、
ソ
フ
ト

ポ
ー
ル
、
卓
球
、
水
泳
、
こ
て

き
、
冬
は
ス
キ
ー
と
こ
れ
ら
の

八
つ
の
部
活
動
が
あ
り
ま
す
。
 

僕
は
、
野
球
が
好
き
で
野
球
 
 部

に
は
い
っ
て
い
ま
す
 
昨
年

レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
レ
フ
ト
を
守
り

ま
し
た
。
 

昨
年
の
経
験
を
生
か
し
て
今

年
は
い
い
成
績
を
残
し
た
い
な

あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
れ
が
県
大
会
北
津
軽
郡
子

選
で
決
勝
ま
で
残
リ
、
川
倉
に

最
終
回
同
点
に
お
い
つ
き
逆
転

サ
ョ
ナ
ラ
勝
ち
で
、
二
十
五
年

ぶ
り
に
県
大
会
出
場
に
決
ま
リ

ま
し
た
。
県
大
会
は
五
所
川
原

市
営
球
場
で
行
わ
れ
、
 一
回
戦

は
三
沢
地
区
代
表
の
上
久
保
ク

ラ
プ
に
、
八
対
三
で
大
勝
し
ま

し
た
。
二
回
戦
は
、
五
所
川
原

の
栄
ク
ラ
プ
と
対
戦
し
、
熱
戦

の
末
十

一
対
八
で
準
決
勝

へ
進

み
ま
し
た
。
 

準
決
勝
を
勝
っ
て
決
勝
へ
進

み
ま
し
た
。
し
か
し
準
決
勝
で

親
指
を
つ
き
指
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
決
勝
の
天
間
林
西
ク

ラ
プ
と
の
試
合
に
出
ま
し
た
。
 

チ
ャ
ン
ス
は
何
回
も
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
得
点
で
き
ず
苦
し

い
試
合
展
開
に
な
リ
ま
し
た
。
 

だ
け
ど
、
六
回
の
う
ら
、
ニ
対

二
の
同
点
ま
で
進
み
自
分
の
打

順
が
き
ま
し
た
。
僕
は
み
ず
か

ら
、
三
塁
打
を
打
ち
、
ホ
ー
ム

ス
チ
ー
ル
を
し
、
逆
転
し
た
が

最
終
回
の
表
に
ひ
っ
く
リ
か
え

さ
れ
四
対
三
で
お
し
く
も
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

こ
の
県
大
会
、
と
て
も
勉
強

に
も
な
っ
た
し
、
い
い
経
験
に

な
リ
ま
し
た
。
 

（
児童
会
長

徳
田
貫
）
 

暑
さ
も

一
息
入
れ
た
よ
う
な

今
月
の
六
日
、
中
央
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
前
の
道
路
に
お
い
て
 

「第
六
回
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
 
「む
つ
湾
一
周

駅
伝
競
争
大
会
選
手
選
考
会
」
 

も
兼
ね
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
 

参
加
資
格
は
、
金
木
町
に
居
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
健
康
な

人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
よ
く
、
小
 
 学

生
，
偏
、

女
f
 
中
学
生
以

上
）
三
』
、
中
学
生
四
』
、
 

般
高
校
男
子
五
』
の
距
離
で
健

脚
を
競
っ
た
。
 

こ
の
日
の
参
加
者
は
、
下
は

四
歳
の
保
育
所
児
童

（
特別
参

加
）
か
ら
上
は
六
十
歳
ま
で
と

幅
広
く
約
五
十
人
ほ
ど
が
集
ま

っ
た
。
 

結
果
は
次
の
通
り
。
 

▽
小
学
生
の
部
 
 

．
位
 
竹
内
信
之
輔

（
金
本小
 

学
校
五
年
）
 

▽
女
子
の
部
 

【
位
 
石
戸
谷
し
の
ぶ

（
金木
 

中
学
校
二
年
）
 

▽
中
学
生
の
部
 

一
位
 
泉
谷
佳
輝

（
金
木中
学
 

校
三
年
）
 

▽

一
般
高
校
男
子
の
部
 

一
位
 
三
上
洋
昭

（
五
所
川
原
 

農
林
高
等
学
校
）
 

学
校
部
活

動
紹
介

②
 

金
木
小
学
校
 

野
球
部
 



、、 	 叫一 

▲気合 い一閃．/ 

，
刈
 

2
回
目
の
県
大
会
優
勝
 

1
1年
 
商
工

会
野
球
チ
ー
ム
 

第
二
十
三
回
青
森
県
商
工
会

野
球
大
会
が
、
七
月
二
十
四
、
 

ニ
十
五
の
両
H
、
東
津
軽
郡
今

別
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
で
三
年
連
続
の
県
大
会

出
場
と
な
る
金
木
町
商
工
会
チ
 

ー
ム
は
、
初
戦
に
む
つ
市
を
九
 

ー
〇
と
大
勝
、
準
決
勝
で
は
蟹

田
町
を
四
ー
〇
、
そ
し
て
栄
え
 

あ
る
決
勝
に
お
い
て
は
平
賀
町

を
六
ー
四
と
破
リ
、
十
年
ぶ
り

二
回
目
の
優
勝
を
し
ま
し
た
。
 

優
勝
し
た
金
木
町
商
工
会
チ
 

ー
ム
は
、
九
月
五
、
六
日
、
秋

田
県
山
本
郡
山
本
町
で
開
催
さ

れ
る
東
北
六
県
北
海
道
商
工
会

野
球
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
 

健
闘
を
期
待
し
ま
す
。
 

金
木
地
区
防
犯
協
会
主
催
の

第
二
回
金
木
地
区
防
犯
少
年
剣

道
大
会
が
七
月
ニ
十
六
日
金
木

小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
 

大
会
に
は
、
金
木
、
中
里
、
 

小
泊
の
各
地
区
か
ら
小
学
生
約

七
十
人
が
参
加
。
ス
ボ
ー
ツ
を

通
し
て
健
全
な
精
神
を
養
い
、
 

非
行
防
止
に
努
め
る
こ
と
を
H
 

標
に
豆
剣
士
達
が
小
さ
な
身
体

に
防
具
を
付
け
て
、
気
合
い
も

ろ
と
も
打
ち
込
ん
で
い
た
。
 

見
物
に
き
て
い
た
父
母
達
か

ら
は
、
そ
の

一
挙
乎
一
投
足
に

嫌
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
、
子
供

違
は
見
事
な
ま
で
の
竹
刀
さ
ば

き
を
見
せ
て
い
た
。
 

豆

剣
士
見
参
 

第
二
回
金
木
地
区
防
犯
剣
道
大
会
 

鷲霧 5円 心の輸を広げる体験作文を募集 
障蝕fを持つ人と持たない人が、学校や社会生活、社

会活動などで、お互いに心のふれあい体験を通じて学

んだことや感じたこと、あるいは社会に訴えたいこと

などを作文に書いてみませんか。 

総理府障害者対策推進本部では、各都道府県・指定

都市と共同で、次の要領で作文を募染しています。 

＜テーマ＞出会い、ふれあい、心の輪一学枚、職場、 

地域でのあなたの体験を広げよう。 

く応募資格＞小学生（盲学校、ろう学校および養護学

校の児I忙を含め）以上。 

く締ti)、平成元年 9 月 9 日（土）当日消印有効。 

く応募方法＞① 募集は、小学生、中学生、高枚生、 

一般市民の 4 部門別。② 原則として 400字詰め原稿

用紙 (B4判縦書き）を用い、小学生・中学生は 2-
4 枚程度、高校り三・一般市民は 5~8枚程度。③ 別  

紙にタイトル、氏名（ふリ仮名付き）、年齢、性別、職

業または学校、学年、住所、電話番り・その他参考・ド項 

（障害の有無など）を書いて、応募作文に付ける。． 

く表彰＞各部門ごとに、最優秀作品 1編、優秀作品3 
編、佳作作品 5 柵を選び表彰。Iに優秀受賞者は、12月 

9 日に東京で開催する 「障

害者の日・記念の集い」 に

招待され、表彰を受ける。 

く応募先＞〒030 背森市長

島I一 1-1 青森県生活福祉部

障害福祉課 

'1' E L0177-22-1111 
（内2291) 



⑥今月の顔⑥ 優勝しました 

松川兼吾君（嘉小） 金木小 A チーム 蒔田正信君（金中） 

沢田明伸君（南中） 伊藤健治君（嘉小 金木小チーム 

第19回全国中学校 

第10回東北中学校相撲 

県 予 選 会 個 人 

青
小
北
 

撲

体

目
団
 

・

ネ
・
 

選
 

校
 予

 

学

一1
 

ど
「
‘五
 

校
会
部

学
大

の

小
一
P
年

県
舞

5
 

回

撲
人
 

(
))
  

第

相

個
 

森県 

⑦ 	金木だより11111 III 	 

撲
体

相
団

校
会

学
大
 

回

小
戸
 

(
U
 

第
県

舞
 

第40回 

県中学校体育大会

相撲個人 3 年の部 

校
会
部
 

学
大
の
 

小
戸
年
 

県

舞

4
 

回

撲
人
 

(
U
 

第

相
個
 

金木地区 

嘉瀬小チーム 

第 1 回浅木杯争奪 

金 木 町 小 学 校 

ソフトボールリーグ戦 

ちザ7二、◇ 

需料将‘準鉢まJ亀 

川倉小学校 

校
会

部

学
大

の

小
一
P
年

県

舞

6
 

回

撲

人
 

(
)
)
 

西村 公君（金木） 

犯

体

防

団

校

会

学
大

中

撲

小

相
 

第 

相

個
 



III 111111田―金木だより ⑧ 

今
年
が
第
二
回
目

の
『
津
軽

の
火
祭
リ
』
 
が七
月
二
十
九
、
 

三
十
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
、
大
勢
の
人
が
詰
め
か

け
ま
し
た
。
 

津
軽
の
火
祭
り
は
、
津
軽
の

火
祭
リ
実
行
委
貝
会

（
委
員
長

大
橋
忠
勝
町
長
）
が
主
催
、
県

観
光
協
会
、
町
観
光
協
会
、
津

軽
半
島
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実

行
委
貝
会
が
後
援
し
、
 
「
津
軽

さ
い
は
て
紀
行
」
 
の一
環
行
事

と
し
て
行
わ
れ
た
。
 

役
場
前
駐
車
場
を
主
会
場
に

歩
行
者
犬
国
や
金
木
あ
す
な
ろ
 
 

商
店
会
に
よ
る
「
納
涼
ど

か
ま

け
の
日
」
な
ど
の
多
彩
な
行
事

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

初
日
の
二
十
九

日
に
は
県
内

各
地
か
ら
様

々
な
太
鼓
を
集
め

て
東
北
太
鼓
合
戦
と
銘
打
っ
た

太
鼓
の
大
競
演
が
あ
リ
、
土
器

で
作
っ
た
太
鼓
を
打

つ
森
田
村

の
「
石
神
土
器
太
鼓
」
や
大
き

な
太
鼓
を
抱
え
な
が
ら
打
つ
深

浦
町
の
 
「ね
ぶ
た
ば
や
し
」
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
響
き
に

果
ま
っ
た
聴
衆
も
同
時
に
胸
を

打
た
れ
て
い
た
。
 

翌
三
十
日

に
は
、
午
後
二
時

か
ら
の
炎
天
下
の
も

と
、
祭
リ

の
メ
ー
ン
行
事
「

D
o
o
~
W
 

A
P
~T
s
U
G
A
R
U
」
を

開
催
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
ア
キ

ラ
バ

ン
ド
が
登
場
。
な
つ
か
し

の
曲
を
演
奏
披
露
し
、
会
場
を

盛
リ
上
げ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
日
本
の
ド
ウ
ー
ワ
ツ

プ
グ
ル
ー
プ
の
元
祖
、
そ
ン
グ

ト
ー
ン
ズ
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

る
と
会
場
は
敢
高
潮
に
達
し
、
 

「
グ
ッ
ド

・
ナ
イ
ト

・
ベ
イ
ピ
 

ー
」
 
や
 
「
オ
ン
リ

ー
・

ユ
ー
」
 

な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
ロ
ッ
ク
の

リ
ズ
ム
に
は
飛
び
入
リ
で
踊
リ

出
す
若
者
も

出
る
な
ど
そ
の
素

晴
ら
し

い
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
観
客

は
酔
い
し
れ
て
い
た
。
 

▲夏 を か ん じ ま ▲この迫力．ねぷたばやし（深浦） 

▲
の
り
ま
く
る
，
キ
ン
グ
・
ト
ー
ン
ズ
 

.
 

~＝なこ71・＝＝●ー~二一二てニニ又一一 ’ 

▲異彩，石神土器大鼓（森田） 

胸焦す！ 
まつりだ！ 

津軽の火祭りだ！ 



9 金木だより川川川川””"' 

ても障！書基礎年金を受けられないな

どの制限があリます。 
安易に繰リ上げ請求をして後悔の

ないよう．f真重に考えてください。 
詳しいことは、i受場の国民年金係

でおたずねくださ、、 

潜在看護力活用 

講習会開催 

巡回消費税 

相談コーナー開設 
消費税の仕制lみや手続き、届Iii‘り： 

Jく’I川り書の書き方など消費税のこと 
や大軌II成税を含む税那】改革について 
の質'Hi、相談に税務署の職員が応じ 

ます。 
お気●筆【こ杜I,淡下さい。 

日 時 9Hl4 日（木） 

9 時30分～ 12時 
場 所 金木町「rci 11会 

検察審査会にニル、て

検察審査会の窓ロで 
ある日、A さんが検察審 f ’、 、 

口をi訪れました。 A さんはえ,山トに
に j己い大けがをしたのですが、lII 
の白動小のji期iiミ乎は 「不起ilI欣I分
ということで裁判にかけられないと

いうのです， どう考えても、ふに落
ちない。そんなII寺、ふと日に付’いた
のが、いつも通勤に利Hiする●くの掲
示板にはられていた 1 枚のポスター 

の 「不起訴処分に納得がいかない・

きは検察審査会へ」 という‘ t 葉。 そ
ういえば、 「検察審査会」 という市

民の染まりが検察官の不起訴処分の

誤リを指摘したという記事を新Ii打てン 

，読んノご記憶があります。そこで、‘世l 
い切って．検察審査会の門をたたし、 

たのです。 
応対にIIIた検察審査会のB ’ド務局

長は、親I；りに検察審査会の役即」や仕

糾lみを，況II)'してくれま L た。 素人が
調べるということで不安を感じてし、 

た A さんも、素人の健全な常識を検
察官の仕事に反映さ・せるところに意

畿があるのだという説'UIを」徳いて納

得しました。 巾し立ては簡リtで、費

川もー切廿トからないということなの

で、安心して検察審査会の判断に‘】’ 

だねることにしたのです。 
全I司の地方裁判所とその上な支部

の所在地に、合I汁207 の検察審 fc 
会が置かれ、このような巾立てを‘受
け（寸けていよす。 

8月の納期 

町県民税 

第2期  

生命保険と税 

あなた白身や、あなたノγ家族を受 

」収人とする生命保険料、簡易生命角1 
険料・、生命共済の掛け金などを支払
ったときは、その年中の支払い額に

応じて一定書IIが生命保険料控除とし
て、その年の総所得金割iから控除さ

れます。 
なお、f呆険」り川りが 5 年未満のいわ 

k】）る貯署l」‘険は所得控除の対象にな 
I) ません。 
また．生命保険金を受け取った場

合には．契約内容などによって相続

税、贈与悦または所得税が課税され

主す” 
”羊しくは、最寄リの税務川談宝や

脱務署にお尋ねくださ、、 

主唱通変省電気使用安全月間8月I日ト引日 

惑電防止に漏電遮断器を 

暮らしと電気安全 

洗淑機、池循環ボンプ、 白 iIj ・危

機などの北気機器を、凧外Jく’水気の

あるところで便用する時には．山I電
遇断器を取リ付けることが．茂務づけ
らIしています。 
i柏1に進断I器は、万一i軸電が起こっ

ても直ちに1止気を」I.-)' 感電Jく’火災

などを米然に防ぎます0 電気災害を

防ぐために、i"lllt遮断器とアースは

必ず取り付けることが必要です。 

老齢基礎年金の

繰り上げ請求は？ 
老断‘基礎年金の受給りり始は、 I京則

として65歳からですが．希望すれ 
lま、 60歳からでも受けられる 「繰
リ上げ請求」 が認められています。 

た1ごし、支給を‘受け虹Iめるときの
準齢に応ヒて、支給碑（が定められ、 
準金割Iが減額されることになってお
リ、その支給率は、一生i曜変わリま

せん。 
また、この繰リ上げ請求をすれば

受け始めたときから 65 歳になるま
での川Iに、I準害の状態となったとし  

ー在家庭看護婦等トレーニングー 

1 ．目的 

保健婦、」リj産婦、肴護婦及びi化 

G‘遊婦の免i作“斤有者で．現在肴護

業務に従事していない者に対して
最近における看護の知識及び技術

を修得させ、 もって社会復玉IiIを容

易にし、県内のがi院等の肴‘避恥tli 
‘在保に資することを目自tJとする 

2 ．期日 

平I戊心年 9 月 25 日（月） 
一、ー平成元年 9 月 29 日（金） 

午ilI 9時一ー午後 3 時 
3‘場所 

弘IT'! 大学医療技術短期大学部 

4, 内容 
別表プログラムのとおり 

5‘受講資格 
保健婦、助I康婦．右・護婦及びi化

看護婦の免‘作I祈有者で、月l在肴縄

業務に従’ドしていない者 

6．受講料 
！販料とする 

7 ．受購申し込み 

官製ノ、ガキ（電話でもよい）に
氏名、準令、住所、電話番号、免
許の刊i類をiに人した上、 9 月4 II 
（月）までに下記あて申し込t」・し
のとする 
住i所 
. 030 i野森市長島 1丁日 l番 lり・

環境保健部公衆弾i生‘果 

4Ld' 0177 一 22 一 ll11 
（内線3124 ）衛生n護班 

8. そのf也 
」勢行品は，筆記III共、印鑑等 

ブログラム 

り：mIO;mIO：●1に：I" I3:I" 	 l 	・ 

m
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開
講
式
 

一プ
ー
 ノ
一
 
ン
 

オ
リ
エ
」
ノ
 

 

n縄の動向
県公乗 

衛生課
島谷カッ f 

肴員集務と曇者の安辛
弘前大学 

医7話什“糾院 

嶋n通部長 Hトリ・ノ 

/26
"2 

哨 院 見 7 
弘前大学 

医学 郎什“W院 

と人カ心児と持性 
弘前大7II“噛院 
神‘HlM伸Ii 
Il妊教授 楓島 裕 

に7 

断環界喫患 の 
f防と治嘩 

嘱卒中 ・心喫患 
弘前大学付 “併院 

第二内科 助牧授 
全沢式近 

と人の看A 
青α県立 

っくしが丘馴院 

操長 小笠原健‘ 

叫 
(4  

‘縄仕 愉実習 
弘的大7I ×俸捜輸切’ 月大学 

助教授 線旧ミッ子 
弘璃大7I ×庫性術垣’ ，大学 

助 	予 	・戸と‘子 

ゆ
 田
 

肴縄記“ 

弘前大学
什“摘院
婦長 

li川リョ 

析し、・ 
検慌の知』 
八戸 

市立脚院 
第二 
“床憤在 
界長 
方山馬誠 

11 

思 

議 
倉 

:0011 

m 

式 
』スラ魂

:30 
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山
中
 
智
恵

野
宮
 
物
太

古
川
亜
希
乃

其
田
 
千
明

白
川
 
幸
多

古
川
亜
理
香
 

露
春
細一
“一慧
 

（」
鰻
一
知一
敏
 

金
 

α
」良
市
 

お
 
く 

や 

み 

津

島
勘

之
血
 

泉今 佐津 長 原 秋 太松 太
 
田
古

三
郎
 

三
潟

さ
く
ら
 

野
 
幸

夫

勇
五
郎

谷
 
み
ち
魚
 

元
 
キ
 
ヌ
 

田
 
吉
雄
 

谷
 
ミ
子
 

川
 
清

遺
 

60 80 54 80 82 73 74 78 84 89 

川 喜嘉 金 金嘉 金 金 嘉 川 
良 

倉 市 瀬木 木瀬 木 木瀬倉 

しょう へい 

朔 平ちゃん 

6 月22日生まれ 

f4il 2.760g 

金木 上山道町 

近村明彦さんの長男 

7 月10日生まれ 

休承 2. SlOg 
嘉瀬 冷水 

山中信弘さんの 2 女 

命 *4 笛容奮 

金木病院力ルテ⑩ 

『ハチ刺症について』 

ハ
チ
は
地
上
に
約
十
万
種
類

存
在
し
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

（
 

チ
刺
症
を
引
き
起
こ
す
の
は
、
 

ス
ズ
メ
バ
チ
、
キ
バ
チ
、
ア
シ

ナ
ガ
バ
チ
、
ミ
ツ
バ
チ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

ハ
チ
刺
症
は
山
間
部
で

の
被

害
が
多
く
、
ま
た
、
林
業
従
事

者
、
養
蜂
業
者

に
多
い
と
首
わ

れ
て

い
ま
す
が
、
宅
地
開
発
の

進
む
現
在
で

は
市
街
地
で
の
被

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

最
近
新
聞
を
賑
わ
せ
て
い
る

様
に
、
 ハ
チ
刺
症
に
よ
る
死
亡

事
故
も
日
本
で
多
く
、
 一
九
八

六
年
の
調
査
で

は
年
間
四
十
六

人
の
死
亡
者
が
出
て
お
リ
、

こ

れ
は
欧
米
に
比
ぺ
多
い
と
言
え

ま
す
。
 

ハ
チ
刺
症
の
原
因
は
ハ
チ
毒

に
よ
る
も
の
で
す
。
 ハ
チ
毒
に

は
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
、
セ
ル
ト

ニ
 
 

『
．
,
，
ー
 
 
l

‘

ー
 

，
・
 で

ロ
 

」
 

ン
，
ア
セ
チ
ル
コ

リ
ン
、
ホ
ス

ホ
リ
パ
ー
ゼ
A
2
と
首
わ
れ
る

物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
 

こ
れ
ら
の
物
質
は
人
体
に
も
存

在
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
炎

症
の
場

に
存
在
す
る
も

の
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

（
チ
滞
に
含
ま
れ
る
こ
れ
ら

の
物
質
の
直
接
的
な
作
用
一に
よ

り
、
刺
傷
部

の
肌
脹
や
柊
痛
が

生
じ
る
わ
け
で
す
。
 

ま
た
以
前

ハ
チ
に
刺
さ
れ
、
 

ハ
チ
毒
に
対
す
る
抗
休
を
有
す

る
人
は
、
再
び

ハ
チ
に
刺
さ
れ

た
時
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
生

じ
、
ひ
ど
い
時
に
は
シ
ョ

ッ
ク

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。
 

こ
の
場
合
に
、
刺
さ
れ
て
す

ぐ
に
全
身
に
葦
麻
疹
や
発
赤
が

生
じ
、
続

い
て
呼
吸
困
難
や
瑞

息
様
発
作
、
低
血
圧
、
さ
ら
に

は
呼
吸
停
止
を
引
き
起
こ
し
ま
 

す
。
 

ハ
チ
刺
症
は
予
防
す
る
こ
と

が
大
事
で
、

そ
れ
に
は
、

ハ
チ

の
い
そ
う
な
場
所

（
山
林
等
）
 

に
立
ち
入
ら
な
い

こ
と
で
す
。
 

も
し
そ
の
よ
う
な
場
所
に
立
ち

入
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
、

膚
の

露
出
部
を
少
な
く
す
る

（
特
に

顔
や
首
）
、
防
虫
ネ
ッ

ト
を
被

る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
 

特
に
過
去
に
何
度
も

ハ
チ
に
刺

さ
れ
た
こ
と
の
あ

る
人
や
、
 ハ

チ
に
刺
さ
れ
て
ひ
ど
く
肌
れ
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
シ
ョ
ッ
ク

を
起

こ
す
可
能
性
が
高
い
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
 

運
悪
く
ハ
チ

に
刺
さ
れ
、
し

か
も
全
身
症
状
（
蓉

麻
疹
等
）
 

が
山
た
り
、
ま
た
、
頭
部
、
顔

面
、
預
部
を
刺
さ
れ
、

ひ
ど
く

種
れ
た
り
し
た
場
合
は
．
す
ぐ

最
寄
リ
の
病
院
等
で

治
療
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

戸
籍
つ
 

集
の

窓
 

七
月
届
出
 

お

め
で

と
う
 

近
村
 
棚
平

（
明
彦
）
金
 

神
 
光
太
郎

（
牧
人
）
金
 

山
中
 
慎
治

（
一
彦
）
金
 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
広
く

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

●

役
場
に
関
す
る
こ
と
 

●

町
内
に
関
す
る
こ
と
 

●

身
近
な
話
題
 

●

ア
イ
デ
ィ
ア
 

そ
の
他
な
ん
で
も
投
書
し
て

く
だ
さ
い
。
投
書
は
、
庁
舎

内
の
投
書
箱
を
利
用
す
る
か

直
接
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〈
送
り
先
V
 

金
木
町
役
場
 

企
画
室
広
聴
係
あ
て
 

※
金
木
だ
よ
リ
に
掲
載
も
あ

り
ま
す
の
で
町
内
・
氏
名
は

必
ず
明
記
し
、
匿
名
の
場
合

は
そ
の
旨
を
お
書
き
く
だ
さ
 

い
。
 

”川川川川川金木だより ⑩ 

〔
 


